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伯
と
共
に
せ
ん
と
欲
せ
し
こ
と
故
今
日

の
伯
に
し
て
片
日
の
仙
な
り
せ
ば
余

ハ

将
来
も
伯
と
共
に
せ
ん
と
述
べ
た
り
」

（
『静
岡
大
務
新
聞
」
明
治
２３

・
２

・

ｒ
一
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
自
由
主
義

を
と
る
の
か
改
進
主
義
を
と
る
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
．

こ

の
点
に
つ
い
て
、
改
進
派
の
新
聞

『静

岡
大
務
新
聞
』
は
明
治
ニ
ト
三
年
六
月

来
五
％
歌
蓼
一雀
●
●
一

髭
挽
一呟
券
本
雖
柱

●̈

江
凛
家

ま

ん
身
へ
等
で
あ
クオ
ー
菅
′

手
雌
夕
だ
，禁
ん
迪
ふ
〓
介
‘

帝
４
ィ
７
７
劣
颯
ス

酬
滋
・■
〓
ォ
た
１
オ
ユ
い
　
　
．

孝
τ
鯵
確
得
る
人
，

卜

一
日
の
記
事
の
中
で
、
選
挙
戦
が
改

進
派
の
候
補
和
田
伝
太
郎
に
対
し
，１１
原

は
劣
勢
で
あ
る
と
い
う
点
と
と
も
に
、

松
崎
で
の
発
言
が
自
派
を
も
混
乱
さ
せ

て
し
ま

っ
て
い
る
と
、
意
地
の
悪

い
報

道
を
し
て
い
る
。
以
下
に
掲
げ
る
の
が

そ
の
記
事
で
あ
る
．

●
第
七
区
撲
挙
者
の
形
況
　
　
静
岡
以

西
の
撲
挙
区
内
の
形
況

ハ
ロ
々
本
紙
上

に
登
載
す
る
も
以
東
に
至

っ
て

ハ
未
だ

確
実
な
る
詳
報
に
接
せ
ざ
れ
ば
特
に
通

信
委
員
に
近
状
を
報
せ
ん
こ
と
を
申
し

送
り
し
処
今
共
の
確
報
を
得
た
れ
ば
滋

に
掲
け
ん
抑
も
第
七
区
と
は
読
者
諸
君

も
既
に
了
知
せ
ら
れ
し
如
く
駿
東
、
君

沢
、
賀
茂
、
田
方
、
那
賀
の
五
部
に
し

て
駿
束

（
駿
河
に
属
し
他
の
四
郡

ハ
皆

な
伊
豆
な
り
其
の
撲
挙
人
員
を
挙
れ
は

駿
束
八
百
廿
人
伊
‐
ヽ
１
四
郡
九
百
十
六
人

通
計
壱
千
七
百
五
卜
六
人
に
し
て
此
内

よ
り
二
人
の
候
補
者
を
投
出
す
る
こ
と

な
る
に
付
世
間
に

ハ
区
々
の
評
論
あ
れ

ど
も
先

つ
ロ
ド
の
形
況
に
て

（
駿
東
郡

の
和
田
伝
太
郎
那
賀
郡
の
依
田
佐
二
平

の
二
氏

コ
ツ
最
と
も
衆
望
の
帰
す
る
所

な
り
さ
れ
バ
江
川
英
武
、
田
中
鳥
雄
、

仁
田
大
八
郎
、
山
口
餘

一
等
の
諸
氏
も

国
と
よ
り
多

（
４
頁
第
１
段

へ
続
く
）

´

徳
川
ネ
府
の
年
制
近
代
化
過
伴
に
お

け
る
■
山
代
官
江
川
ナ‐ｔ
庵
と
沼
津
兵
学

校
の
存
在
を
考
え
る
時
、

「
発
祥
地
‐

と
し
て
の
■
山
、

「
終
馬
地
」
と
し
て

の
沼
津
の
歴
史
的
位
置
を
思
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
米
山
梅
古

は
、
「幕
末
西
洋
文
化
と
沼
津
兵
学
校
』

（昭
和
九
年
刊
一
の
中
で
、

「
天
城
山

を
源
と
し
て
ｉ
山
に
沿
ひ
蛉
小
島
を
控

へ
て
流
る
る
狩
野
川
の
水
は
、
住
か
に

江原素六・田中鳥雄連名の選挙運動

用名刺 (田 中和雄氏所蔵 )

第一回衆議院議員選挙当選証書

(江原素六文書 )

う 具
'召

た

'iた
の 海 が 上 庵  誇 は 育 川 た も る 隔 に に で 数

・
体 lllの に ち 門 軍 で も の 実 り し の 秀 太 指 と て

｀ ｀
あ Iit

例 兵 で お と 弟 に き つ 韮 祭 を め 拙‖霊 だ 呼 こ て 急、 ,召 る を
を 学 あ い は た 多 る な 山

｀
込 る 叢 の 奇 の ろ 各 転 i lt・ 出

紹 校 る て  ｀ち く し が 塾 llめ こ に 気 に 問 人 H直 は 11:す
介 の ・ 師 講 と の

｀ つ と の て と 映 が し に な 本 ド 主 山 し
し 人 以 弟 武

｀
人 人 て 沼 図 記 で 発 こ て 並 り の し と は て

て 的 下 ・ 所 沼 |イ 的 い }ltの 述 あ す の
｀
び し 文 た し 専 沼

い つ
｀
同 や

'1な

が に る 兵 よ し る る 新 入 存 此 llJ〕 る て ら ,14
く な ■ 僚 長 兵 輩 も と 学 う た Lし も 様 を す 両 ill若 人 兵 の
こ が 山 ・ 山

`iゞ

杵 出
｀
考 1交 に

°
と の 式 し と 地 歩 「 文 術 海

と り 代 同 海 校 し 幕 え と ｀ 郷 あ の て い が に の を を に
と の 官 窓 軍 の た 府 る は ,I: Jlる 文 駿

`、

｀
寄 年 以 以 lli

し 1司 所 だ 伝 人 江 の こ 系 川  人 を 武 1ヽも か 与 II Iて て ぐ __
よ 別 と つ 習 本イ リ1珪 と 譜 封1 の 懐 発 山 亦 く す を 後 前 の 1続瓦蘊篇而瑞萬蘊

幕府の軍事教育機関の流れ

芝新銭座

大小砲習練場

沼津兵学校

シ
リ
ー
ズ

”捏
兵
学
校
と
そ
の
人
材

◇

韮
山
と
沼
津
の
間

―
胡
・庵
か
量ヽ
（学
校
へ
―
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万
年
千
秋

（慎
太
郎

・
精

一
・
隠
岐

守
）
は
、
沼
津
兵
学
校
二
等
教
授
に
な

っ
た
人
だ
が
、
幕
末
に
は
江
川
川
庵
に

は
直
接
師
事
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

■
庵
没
後
江
川
家
が
所
管
し
た
芝
新
銭

座
の
大
小
砲
習
練
場
で
学
頭
並
を
つ
と

め
、
そ
の
後
も
講
武
所
教
授
方
や
砲
兵

頭
な
ど
を
歴
任
し
た
．
万
年
以
外
に
も

沼
津
兵
学
校
の
砲
兵
関
係
の
教
授
に
は

講
武
所
出
身
者
が
多
く
、
江
川
家
と
は

多
少
な
り
と
も
関
係
が
あ

っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
江
原
素
六
は
講
武
所
出
身

だ
が
、
戊
辰
戦
争
の
際
賊
軍
と
し
て
官

軍
に
追
及
さ
れ
た
時
、
ｉ
山
の
知
人
を

頼

っ
て
逃
れ
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
と
い

う
が
、
そ
れ
も
講
武
所
時
代
の
人
脈
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
し

兵
学
校
二
等
教
授
高
島
茂
徳
は
、
江
川

川
庵
の
砲
術
の
師
高
島
秋
帆
の
嗣
子
で

あ
る
が
、
■
山
の
人
々
と
ど
の
よ
う
な

人
間
関
係
が
あ

っ
た
の
か
は
不
明
し

八
田
公
道

（篤
造
）
は
、
■
山
代
官

所
の
手
代
で
反
射
炉
築
造
に
尽
力
し
た

人
田
兵
助

（運
平

。
公
経
）
の
養
子
で

あ
り
、
川
庵
に
砲
術
を
学
び
、
後
幕
府

に
取
り
立
て
ら
れ
歩
兵
頭
に
ま
で
な
り
、

維
新
後
静
岡
藩
卜
と
し
て
沼
津
に
移
住
、

沼
―■
勤
番
組
十
五
番
煩
頭
取
に
任
命
さ

れ
た
人
物
じ
沼
津
時
代
に
彼
が
兵
学
校

に
関
わ

っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、

廃
藩
後
も
下
香
貫
に
住
み
、
明
治
二
十

八
年
大
阪
で
七
十
四
歳
で
亡
く
な

っ
た
。

ヽ

平
野
雄
二
郎

（
勝
礼
）
は
、
林̈
末
に

海
軍
本
行
並
支
配
組
頭
な
ど
を

つ
と
め

た
人
物
で
、
維
新
後
沼
津
勤
番
組
十
七

番
煩
世
話
役
に
な

っ
た
。
彼
は
江
川
Ｈ

庵
の
女
婿
で
あ

っ
た
。

甲
斐
直
次
郎

（信
行
）
は
鉄
砲
方
附

手
代
当
分
出
役
と
し
て
江
川
の
属
僚
と

な
り
砲
術
を
学
び
、
文
久
二
年

（
一
八

六
二
）
に
没
し
た
人
だ
が
、
彼
の
息
子

芳
太
郎
は
維
新
後
旧
幕
臣
と
し
て
沼
津

に
移
住
し
た
。
画
家
河
鍋
暁
斎
は
直
次

郎
の
実
弟
で
あ
り
、
■
山
や
沼
津
に
足

跡
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
学
ん

だ
人
物
に
は
、
ｉ
山
代
官
所
と
沼
津
兵

学
校
双
方
の
関
係
者
が
多
く
、
当
然
交

友
関
係
が
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．

■
山
の
肥
田
浜
Ｉ
郎

・
望
月
人
象

・
松

岡
磐
古

・
柴
弘
古

。
長
沢
綱
古
ら
と
、

沼
津
の
赤
松
則
良

・
伴
鉄
太
郎

・
塚
本

明
毅

・
矢
田
堀
鴻
ら
で
あ
る
。

明
治
元
年
か
ら
四
年
ま
で
の
静
岡
藩
・

て
い
た
か
ど
う
か
想
像
を
か
き
た
て
る

点
で
あ
る
．
両
藩
県
の
人
的
交
流
の

一

例
と
し
て
静
岡
藩
か
ら
Ｌ
山
県

へ
の
転

勤
が
あ
る
．
す
な
わ
ち
静
岡
藩
の
沢
田

学
校
所
教
授
で
あ

っ
た
浅
田
耕
は
、
明

治
四
年

（
一
人
七

一
）
四
月
、
藩
主
徳

川
家
達
の
命
に
よ
り
韮
山
県
大
属
試
補

に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
足
柄
県
時

代
ま
で
奉
職
し
た
。

廃
藩
後
も
当
然
韮
山

・
沼
津
の
人
的

交
流
は
続
き
、
沼
津
兵
学
校
の
出
身
者

が
■
山
中
学
校
の
教
員
に
な

っ
た
り
も

し
て
い
る
。
兵
学
校
第
四
期
資
業
生
志

村
貞
銀
は
、
江
川
家
に
砲
術
を
学
び
八

王
子
千
人
隊
の
洋
式
調
練
を
始
め
た
千

人
隊
之
頭
河
野
通
車

（仲
次
郎
）
の
甥

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
関
係
も
あ

っ
て
か
、
廃
藩
後
熊
谷
県
参
事
を

つ
と

め
て
い
た
元
■
山
代
官
所
手
代

・
■
山

県
少
参
事
根
本
公
直

（慎
蔵
）
の
次
女

貞
と
結
婚
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
■
山
と
沼
津
、
江
川

川
庵
と
沼
津
兵
学
校
を
結
び
付
け
る
人

脈
は
数
多
く
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
正
山
と
沼
津
と
が
幕

末

・
維
新
期
に
お
け
る
幕
府
系
軍
事
官

僚

・
洋
学
者
の
人
材
集
故
地
で
あ

っ
た

こ
と
が
何
と
も
興
味
深
い
の
で
あ
る
。

万 年 千 秋

(万年文雄氏所蔵 )

志 村 貞 銀
(志村広雄氏所蔵 )

八 田 公 道

(八 田公雄氏所蔵 )

|:11111111111‐

‐‐|||・ ||■
|||||

ξ
・ |.  |

志 村  貞
(志村広雄氏所蔵 )

係 て と 鱗tれ ||:

が の の は 別 山
精 徳 結 明 個 県
神 り ひ ,台 の の
自勺 家 イ1政 ,審 H寺

に と き 1杓
:と
代

|ヨ11 が  の 県  は
ど 川 強 」′1 で  ｀
こ 家 か 軒iあ 1芥
ま と つ 地 り 接
で い た と ｀ し
1ゴ、 う 力ヾ し 牛、午 た

拭 主  
｀
て に そ

さ 従 か '1111:′し
オし関 つ 央 山 ぞ
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（
２
頁
第
２
段
よ
り
）
少
の
勢
力
あ
り

と
雖
も
イ
ザ
戦
場
と
い
ふ
時

（
必
ら
す

四
分
五
裂
し
て
共
の
志
望
を
達
す
る
能

は
さ
さ
る
べ
し
亦
た
駿
束
の
和
田
氏
の

外
に
室
伏
童
平
、
湯
山
寿
介
等
の
諸
氏

あ
る
も
是
れ
等
有
為
の
諸
■
は
皆
な
己

れ
達
せ
ん
と
欲
す
る
時

ハ
先
人
を
達
せ

め
ん
と
の
志
あ
り
て
元
よ
り
和
田
氏
を

推
戴
せ
ん
と
謀
り
居
れ
ば
別
段
陣
を
対

し
戦

ハ
ん
と
欲
す
る
者

ハ
無
し
只
陰
に

陽
に
熱
心
競
争
を
計
る

ハ
江
原
素
六
氏

な
り
氏
は
毎
に
ネ
下
の
士
永
井
嘉

一
郎
、

長
合
計
古
、
川
口
与
五
郎
、
森
藤
七
郎
、

大
橋
兼
久
、
遠
井
忠
二
郎
、
古
川
鎌
三

郎
諸
氏

一
騎
当
千
の
面
々
を
引
率
し
て

到
処
運
動
奔
走
す
る
も
徒
労
に
属
す
る

が
如
し
既
に
氏

ハ
大
同
主
義
を
抱
持
し

同
派
の
演
説
愁
親
会
等
に

ハ
毎
に
尽
力

し
て
怠
ら
ず
沼
津
六
郡
供
楽
部
の
壮
ト

輩
と

ハ
■
の
関
係
甚
た
浅
か
ら
さ
り
し

に
関
は
ら
ず
先
頃
松
崎
に
開
き
た
る
有

志
大
懇
親
会
席
上
演
説
中
に
予
は
改
進

主
義
な
り
と
公
言
せ
し
為
め
聞
く
者

ハ

共

言
行
の
暖
味
な
る
を
見
て
成
は
筒
井

順
慶
に
は
非
ら
さ
る
予
と
自
党
も
他
党

も
大
に
怪
計
に
堪

へ
す
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